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日本産タマムシ科概説 (12)

果 沢 良 彦

24. A kaωa,-at Y. KUROSAWA, 1963 ホ ソ ク

, ' ナ ガ タ マ ム シ 分布 : 日本(本州, 四国1。 体長7~
9mm. u 色でやや店金色を lびる。 時,こ前胸・1lfは報
や赤味を帶びることがあり, 体下は廣金色。離の顔
面は緑色。 各 報には銀灰色短毛からなる2 紋を中
央直前と通端近くの会合部に装うが, いずれも鮮明
さを欠き, 特に中央被は欠くこともある。体は細長
内側隆線は短く 曲, 下側隆線は後方% の所で側隆
線に合する。  静岡県聖fl,山随で河原 誠氏が採った
3 ・ - , 三i「!:ll,1-平合で市橋 1ti氏が採った 2 9 C、
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1.   ll'r面 2. 頭胸部側面
3.   ttf表11器

兵庫県基-' 部大屋町西谷で故花野満男氏が採 -)た 1
, および愛媛県面int l表で矢野俊郎氏が採った l 9
によって記載した。 に現れるが,  加害植物は来
知。上記のほか, プ'':良県吉野郡天川村稲村ヶ岳産1(21. vii i956, 做山 創採集) 同県吉野郡十津
川村伯母子ill産1 319 ( 9. viii. 1974, N. 0kuda
採集) と高知県香美郡物部村産 1 9 (26~28. viii.
1958, 森本 挂採集)を検しただけである。恐らく九

州にもfi fiすると思うがまだ標本に接したことがない
25. A komareki OBENBERGER, 1925 ク ワナ

ガタ マム シ 分布 : 「l本 (.ヒ海道, 本州, 四国, 九
州、。 体長4 ~ 6 mm. 全体店金色で時に多少銅色や
緑色を帶びる。  原産地は東京中野。  4 ~ 7 月に現
れ,  クワにつく。東北地方でハルニレに発見される
類も本 と区別するだけの特徴がなく, 同種と見
做しておく。  北海道産は明るく内側隆線が不明瞭
f点で本州産と区別される。  :ll'、は記載だけによっ
て, . .化海適'札幌から記校された A. sat,Poroensis
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第12図 クル ミナ力 It -, ム シ
1. f f面 2. り-n胸部側面
3.   前 版 4.   胆部末節服面

0BENBERGER, l925 をこれに当るものと考え, 本
種の北海適産亜種名に当てたが, プラー グ博物館に
所蔵される完模式標本は後述する A rotu,ldicol-
1is E. SAuNDERs, 1873 アサギナガタマムシの 9
に他ならない。 従って北海道産のIIE種名は未定であ
る。

26. A kurumi Y. KUROSAWA, l957 クルミナ
ガ タ マ ム シ 分布 : 目本 (本州 )。 体長4. 5mm内外。



前胸背は前方に狄- ま り, 一見ナカポソタマムシ族の
ものの様な感じがするが, 後f度蘭fill第1 節が長く ,
明らかにナガタマムシ属の種類であることが判る。
この仲間は東アジアに限って産し,  ヒラシマナガタ
マムシ A hi rashimai Y. KUROSAWAや後述する
ク モガタ ナガタ マムシ A ma11ot i Y. KUROSAWA
もこの仲間である。 現在までに知られてし、る産地は
東北地方から中部地方にかけての地方で, それ程多
い極類ではない。加書格物はオニグルミ.  他のクル
ミ類の加「ti例を私は知らない。

27. A. 1asiolus OBENBERGER, 1935 ヒ メ ク 1=t

ナガタマムシ 分布 : ll本(対馬 ), 朝af-, ウスリー,
体長 4.51m内外。黒色,  かすかに店金色を帶び,
鞘背面は一 面に銀灰色短毛に われる。 離交尾器
は,  本 17/ l8 号のオオシマナガタマムシの項で記
した様に, 左右が著しい不対称になっていて, 左方
に奇妙な形に張り出している。  左右不対称の雄交
尾器を持つ和i類は ョーロツ 、から中央アジアにか
けて分布するA angt‘stulus ( ILLIGER,1803) に代
表されるangustulus群に属し, 欧亜大 にかなり

の種類が知られているが.  日本では対「flの本 と 'lti
美大島のオオシマナガタマムシだけで, 本土からは
全く知られていない。加書 物はナラ,  クヌギ91で,
対馬では6 月1,ii の発生期には稀- ではない。
本種はウスリー から記載された A. ussu r icola

OBENBERGER, 1924 の変種として記載されたもの一;

a b
第13図   難交尾器

a , ヒ ク l ' ナ lf ター・' -'、 シ

b. スジ・、 ナカ- タマムシ

あるが, ussuncola とは異つた独立種である。
28. A tetoisi KERREMANs, 1903 ルイスナガタ

マ ム シ 分布 : 日本 (北海道, 本州), t準太。体長6 ~
9,m. 体色に変化が多く, 唐金色, 銅色, 赤色, 緑
色, -ll色などいろいろあるが, 基本型は銅赤色のも
のである。 前胸l fの形の相異によって4 亜種に分け
られるが, 太産は未命名. 北海道と東北地方中北

部のものは側緑の波曲が弱く , 十和111から独立極と
して記校された, 青色の A toωadensis MIwA &
CHuJ0,1940がこれに当る。このiIfi種には銅赤色の型
が現れる率が少1lf: い。 東北地方南部から中部地方の
ILl地にかけてのものは側緑の波曲が強く ,  日光から
記載されたA. breoitarsi) LEWIS,1892;::.当るが,こ
の種名は先占されてし、るので, KERREMANSが改名
した Icu,Isl KERREMANs, l903 を用いなければなら
t い。近般以西のものは前 l fの◆ifが狭く , 側緑の
.出のifiい点で他と:ff、なるが未命名である。 加書i直
物は未知であるが, はIll 形県,i'要山中の白布高i場
と滑川で共にトネリコ類の花から得たことがある。
本種は後述するヤナギナガタマムシA・ suυoreυi

OBENBERGER, 1935 ;こ一似しているが, 頭船の◆商が
狭い点で区別される。 本極, ヤナギナガタマムシお
よびョー ロツパに広く分布し, 本属の模式 になっ

ている A t; ir idis l LINNE, 1758) はどれも難交尾
器の形が 似していて判別するのに困難する。 また
色彩の変化も似通つてぃるし加書 物もャナギ類や
トネリコ類である点も同様である。恐らく同一の種
解を構成するものであろう。

29. A. ,nacu l i fer E. SAuNDERs, 1873 カ ク

ムネナガタマムシ 分布 : ll本 (九州)。  体長 5nn
内外。 前胸背は銅赤色, 翅軸には白毛と金毛とから
f:る毛斑がある。原産地は単に Japan  とあるだけ
である。 しかし, G. LEWISの第 l 同グ)採集品であ
るから, 長崎か, のどちらかであるが, 多分前者
であろう。私は長崎産7) l 9 を検しただけである。
加害Ila物は未知。

- -見タ'イ ミ ョウナガタマムシ A daimi0 OBEN-
BERGER や後述するシャシャンポナガタマムシに似
ているが, 前胸行の側縁がほとんど膨出しない点で
見分けられる。

30. A mai l MATsuMURA, 1924 リンコ'ナガタ
マ ム シ 分布 : 朝9f , 満洲, 中国 (北部),  日本?。
体長5 ~ 7 Im,. 全体紅赤色, 多少店金色を帯びる。
朝鮮でリンゴの大書虫になっている種類であるが,
n本での産否は明らかではない。 長野県で採れると
云う話を聞いたことが.ちるが, は実際に「-l 本で採
れた標本を見たことがない。 日本産のナガタマムシ
の中では, アカバナガタマムシA. sinuatus yokoya-
mai IGA が最もよく似ている。あるいは長野にif;
すると云う語もこの種類を誤ったのかも知れない。

31. A ma11oti Y. KUROSAWA, 1957 クモガタ
ナ ガ タ マ ム シ 分布 : 日本 (四国, 九州, 屋久島),
琉球 (奄美大島,。  体長4 nm内外。  クルミナガタマ
ムシ A kurumi Y. KUROSAWAによく似てぃるが,
体の背面の隆起は強く, 体の毛斑はより密で鮮明,
褐色毛を混じることが多く , 複限の傾きが強く , -

部末節端は葉状に.f:るなどの点で異なる。 加書値物
はアカメガシワ。 屋久島の尾の間と安房で採集した
7 6 ‘3 6 9 9 で記載したが, そのほかに高知県足播
岬, 鹿児島県佐多 o中 美大島新村などの標本を検
している。
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第14図 アオー'- 'J 'r -,, ム ,原lIE種 (刷t f産)
a 「r面,  b 部側面,  c   前制f振,
d 破部末節顧面

32. A marcopoti OBENBERGER, 1930 アオナ
ガタ マム シ 分布 : 日本 (北海道,  本州,  九州),
朝鮮, 満洲, モンゴル, 台湾。体長10~14'mi・ 一面
美しい緑色,  時に店金色や銅色を5' することがあ
る。  原産地はモンコ'ル,  私は朝鮮から記録し,  目
本産は大陸産のものに比べ. 内側隆線が不明瞭であ
るなどの点で別 和j td,m Y. KUROSAWA, l956 と
して区別した。これは, 長谷川仁氏が北海道札幌で
採集した1 69 9 などに基づいたもので, 本州や
北九州でも採集されているがいずれも少ないc 加害
植物はハルーレと云うが,  トネリコ類かクルミ類で
ある可能性もある。チェコスロヴァキァのプラ'国
立博物館に A terctr ius OBENBERGERの模式標本
とされている台湾産の標本は正しく本lf重の 種に当

ると思われるもので, 美しい:fl緑色をした9 であっ
たが こσ、 ?l類がど二に発表され-lこか私にははっき
りさせることが出来,'cか、た,

33. A marginico11is E. SAuNDERS, 1873 ブ

ト'ウナガタマムシ 分布 : ll本 (北海道. 本州. 四

国, 九州)。 体長4.5~6.5an.  頭と前胸l fは 鉄様

の光沢のある!f'色, 超璃iはfifi金色, 黒色を帶び, ?二i
部から組端に向う銀灰色の条斑がある。  - の顔面は
緑色を帶びる。 前胸背の中央には縦 gfが り両側
ほぼ平行。 部末節端は2 東'片状。加 ' '械物はヤマ
ブト'ウや裁培ブドゥの幹技。 ヨーロッパに広く 分
布し,  やはりプドゥの11虫のA dcrasofasciatus
L AcoRDAIRE & BoIsDuvAL, 1835によく似ている
が, 雄の交尾器が異fcる。

34. A me,tdax MANNELHEIM, l837 カラフト
ナガタマムシ 分布 : 太,  ョー ロツパ。 fC,長 ten
内外。銅赤色. 一見アカバナガタマムシ A. sinua-
t l‘s 0LIvIER, 1790) に似るが, 内側隆線の形が異
なり, 組端が外側に開き. 前胸腹板突起の形が異な
るなどの点で区別される。 i準f、から記載された A .

sachah' M m's OBENBERGER, 1935 は間違いなく本
と同一 で,  せ1. 、ぜい亜極く らいの相述しかな

い ヨーロッパでは中北部および東部に産し, 余り
多い種類ではない。 中央アジアからシベリァにかけ
て全く記録がないが, 恐らく東欧と i華.,l、の間を理め
る分布地があるであろう。 口本にも産するかも知れ
ないが. 今の所記録がfl:いc ヨーロッパでの加害械
物はナナカマド類。

35. A. 'noerens E. SAuNDERs, 1873 ツヤケ

シナガタマムシ 分布 : 目本 (本州, 四国, 九州,
対馬)。 体長5 ~ 7 Im. 全体光沢のない黒色, 雄の願
面は緑を者fびる。 雌には時に翅翻の後方% の所の会
合部にifi色毛からなる点紋を現わすものがある。 模
式標本には単に Japan  とあるのみで, 詳しい産地
は判らないが, G. LEWISの第1 回の採集品である
から, 長崎付近か神戸付近のどちらかである。 加書
f物は柿の校幹の樹度下である。
私が以前本種の 名に用いていた A m'ppomge-

n a OBENBERGER, 1935 は両種の模式標本を調べた
結果, 同一種に過き';ないことが明らかになった。従
って和名は moerens に与えられていたキンポシナ

ガタマムシを用うべきかも知れないが, 本種の状態
にはッヤケシナガタマムシの方が適当と思い, それ
を用いた。  もっとも,  m o m ge%a (三輪,  中条
両氏の目録には mPPomgera になっている) には
ニホンナガタマムシと云う和名があったが,  日本人
が目本の 虫にニホンの名をわざわざ冠する必要は
ないと云う私の主張で北隆館の原色良_虫大図鑑 IIで
改称したものである。

36. A nakat le1 Y. KUROSAWA, l963 ナカネ
ナ ガ タ マ ム シ 分布 : 口本 (本州, 九州)。体長4~
7m,. 頭胸部は黒色, 鉄様光沢がある。翅軸は緑
を帶びた唐金色または真識色, 後方2/5 はIn色でそ
の後方 端近くの会合部に銀自色短毛からなる毛斑
がある。 生時には黒色部の前縁に接する部分が帶状
に明るく光り日立つが, 標本にすると消失し目立た
なく 'cるっ最近東京近都;こ数が M̂Iえ,  5  月下句から
6 月上旬にかけて大発生することがあり, 加書植物
を探していたが, 久しく判らずにいた。 しかし, 本
年野測部氏や石塚秀樹氏のお藤で,  意外にもマサ
キに加書することが判明した。 最近排気ガス其他で
東京近郊のマサキの生垣は表弱する領向にあり そ
こに本種が加書しはじめたものと考えられる。 従
って, 本種の大発生は公書の增加によって1・起され
たと見做して差支えないであろう。
本種は台湾と対馬に産するッシマナガタマムシ

A acastus KERREMANs の亜種として記載したも
のであるが.  n本産は内側Eal線の在i 曲が弱いので別
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種と して扱った方が、11当と考える。
37. A. okinaω nsis MIwA, 1933 オキナワナ
ガタマムシ 分布 : 琉球 (沖組本島, 石ilf島, 西表
島), 台湾 (紅頭 )。 体長5 ~ 8nn. 頭胸部は赤色,
雄の顔面だけ緑色, 題報はfl'色, 一面無灰色短毛で
おおわれ , 后部陥凹中, 中央直前, 後方%の会合部
の3 個の銀白色毛からなる白紋があるが, 個体変化
が多く白紋を全く欠く ものまである。 加書和'l物はは
っきりしないが,   リュウキュウェノキかも知れな
い。 三輪.,Ji四郎博齊m:により西表島から記載されたが
私の手許には石;tli島と沖紐本島産の操本がある。 ま
た1957年に故鹿野患離博上採集の1 ,・, 19 に )?づいて
紅頭 から記録した。 この様に紅頭 と八重山に分
布する種類は大低フイリビンにも分布するので, 同
理から記載された組類を調べたが 当する種類は見
当らなかった。  しかし,  ポルネオから記載された
A . san daka,tus OBENBERGER, l924  とキー議島
(Key Is. から記載されたA. Mm1's OBENBERGER,
1924  は・共に本種に近い種類である様に思える。

38. A. pltosoυmatus E. SAuNDERs, 1873 シ

ラ ケナガタ マムシ 分布 :日本 (本州, 四国, 九州,
対馬)。 体長3.5~5.5,m,.  店金色, 緑または赤味を
特びることがある。内側隆線は長く, 波曲し, 前縁
角近くに達する。 翅報は金白色短毛の縦指をh i部か
ら翅端にかけて走らすが, 両側と会合部は無毛, 白
帶も見方によっては全く見えない。 5~ 7 月に現れ,
藤の枝幹に加「11する。  北アメリカ ; '.輪入された藤
で発見され間題になったことがある。  産地は単;こ
Japan と記されているだけであるが, G. LEWISの
第1 回の採集品であるので長崎か神戸のどちらか
であるが,  後者である可能性が強い。  ゼマンナガ
タマムシ A. zemam OBENBERGER, 1925 およびヒコ
サンナガタマムシ A. :yamabusi MIwA & CHuJo,
1940は共に本種のシノニムである。  両種共に模式
標本を検することが出来た。

39. A ronino OBENBERGER, l935 ロニノ ナガ

タ マ ム シ 分布 : 日本 (本州, 四国, ;'t州)。  体長
5 run内外。光沢のある店金色, 緑色やオリーブ色を
帶びることも多く, 前胸l f側緑部は金色を するこ

とが多い。触角は節間がっまり, 前胸背の側縁は後
方で波曲し, 翅總は後方に長くのびる様に狭まる。
5 ,  6 月頃に現れるがそれ程多い不重類ではない。模
式標本は.Fn:味がかった標本で熊本リrL人吉産。 加書
物は未知。

40. A rotund icouis E. SAuNDERs, 1873 ア

サギナガタマムシ 分布 : 目本 (北海道, 本州, 四

国, 九州, 対nl), 朝鮮, 満洲, シベリア東部。  体

長4 ~ 6 mm, 雌雄色彩が異なり, 雄は緑二ti色か緑を
補びた店金色, 雌は空色か暗lf色, 細色を,ll・びるこ
ともある。 下側隆線と側隆線は合することはcい。
;加t1和'i物はナラ,  クヌギ類。 4 ~7 月に出現し, 加
書 物の 上に見られるがそれ程多い極類ではない

模式標本は Japan とのみ記された9 である。 しか
し, G. LEWISの第1 回の採集品であるから長崎か
神戸のどちらかであるが, 後者である可能性が強い。
三輪 四郎博士はホソアシナガタマムシのl'1'色型A・
Icu'isietlus KERREMANS を, J. 0BENBERGERはッヤ
ナガタマムシ A. cl‘pes LEWIS を本極と誤認した
らしい。 その上に本細1.的itel色彩が:111:なり体型まで
異なるので多くの混 がii:起された. 三輸りj四郎,
中条道j、 画PまF 士が北海道と東京角 から記録図示

されたゥラジオナガタマムシ A. υ1ad iυos tokanuS
OBENBERGER は 0BENBERGER自身の同定によるも
のと推定されるが, 間違いなく本極の雌である。 し
かし, υ1adit,ostokanusの棋式標本は暗銅緑色のも
ので, 本種ではなし・. もっとも0BENBERGER自身も混
aしていたと見えて,  この同定の許に大陸型の本種
の雌も混入していた。 また A f iss1‘s OBENBERGER,
1917, A mandjt‘ricus OBENBERGER, 1922 は-共
に本種の大陛型の難であった。 大 産は難がl'i' 色に
ならず緑を帯びた店金色である点で異なり, 'l巨種名
には fissus OBENBERGER, l917が残るo恐らく中
同にも分布していると考えられるが, まだ標本を見
ていない。 日本とは異なる色彩をしているので別種
になっているのかも知れない。 札l現から記破された
A. sapporoensis OBENBERGER, 1935 も本種の離で
あった。

41. A. sachalinicola OBENBERGER, l940スジ
バナガタマムシ 分布 : i準 ・  l l本 (.1ヒ海適,  本
州j。 体長 9 ~11m,. 頭 部は赤色, tの顔面だけ
緑色, 翅軸は.'fl色, 時にかすかに;1.;または緑を帶び
ることがある。 体下は鋼鉄様光沢のある黒青色。 ケ
ャキナガタマムシ A. spl m emis LEWIS によく
似ていて混同され易いが, iii強で, 前胸背の側縁が
膨出し, 軸中央にかすかな縦隆脈を走らせ, 翅端
の実出が弱く, 尾節板の先端が実出するなどの点で
異なる。目本では北海適洞1111湖畔, 十和田,  日光,
上高地などの産地が知られているが手有iである。 加書

i物は未知であるが,  ケヤキナガタマムシの加書植
物やその分布から推定して, 恐らくはハルニレであ
ろう。

42. A. shashamboe Y. KUROSAWA, 1963 シャ

シャンポナガタマムシ 分布 : 日本 (本州, 四国,
九州)。  体長4.5~7,mi, 全体にぶい鋼色,  頭胸部
は赤味を帯び, 難の額面は真 色を特びる。 内側隆

線は長く, 波ll」1し, 前緑角に達する。翅鞘は一面に
灰色の知_毛でおおわれ, その中にhi部, 中央, 後方
% の会合部に各一一個の不明瞭な銀灰色短毛からなる
斑紋がある。 加',t' Bi物はシャシャンポで ると云
が, 多少疑間がある。四国, 九州などではそれ程稀
な種類ではない。 本州では静岡県気多, 滋賀県比良
山, プー良IIL大一'原山fl どで採れている。

( 同立科学｢拱物館
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日本産Pidonia 属の覚え書 ( 4 )
島々谷の Pfc'oma 属の記録

木 幹 夫

古く から上高地への登山路と して知られている島
谷々は,  長野県南安曇部安疑村島ノ・  (725m) から
始まり, 二保で南谷と北谷に分ll度し,  南谷はィ'i京t止
小屋を経て徳本峠へ平_っている。 島々・ 二俣間はコ
ナラ・ クリ林に代表される將集'広集樹林で, 一部は
人T_林と,'? っている。 ィ'l fa止小屋付近はi、広混合林
で, 落集広葉樹林はイ'- fall小屋の上, 1st高1400m付
近まで広がり. それより l__部ではコメツガ,  トウヒ,
グロべ.  サワラ等の l・集樹林が発達し, 徳本由t'付近
はタ'ケカンパ,  シラビソ,  ナナカマド等の権木特と
なっている。 地質的に常念ll l 系は常念「il- を境に北部
は火成岩, 南部は古生 から成っており, 島々 谷は
南部の南東斜面にf , ・  している
今回の採集は南:ti・の二保 ・ 徳本峠の間で行なわれ,
期間中の天0実は南時ノ, であった。 ,,Ji1 お各組 Pido-
ma はノリウツギ,  シシ,ク ド,  シモツケ,  タマアジ
サイ,  ショウマ類のイE上から採集された。
調査年J-] lI : 1973年7 月3()l l ~ 8 J] 1 l1。
調査コース : 二保 (889m) ;:'ィ1 jiu上小屋

( l270m) ;::':111、沢出合(1660m);→徳本由t' l2135m 1。
cお, 採集は 者自身によるものである。

1. P. puzi1oi (SoLsKY) フタオビノミハナカミ
キリ.  2 9 9  (1300 -1400m.、。

2. P t est acea (MATSUSHITA) ニセフ タ オビ
ノミ 、ナカミキリ, 175 -、 ': ,  629 9  (1400 -
2135m)。
前極とは, 上 の剛11の形態と常度が異なる点で
区別される。す1:わち,  本和lの剛 'は, 前 より短
く , 高密度 (単位面lift当り1.6~1.7信) である。 前
胸の側緑の実起,  色彩は不安定な形質で区別点とし
ては使用し難い。 生態的にも画細;f ifi 直的な異所性
を示し f)ttzi1oi は広:集樹林 ;iに, t est acea は針葉
樹林特に生患し,   、L1地ではその境目が標高 l400m
付近にあった。

3. P. semiobscura (PIc) ホソガタヒメハナカ
ミキリ, 45 ' ' , 39 9 1250 - 2050m)。

4. p. ' l l7 fSi l ;/1' f 'M 0l lBAYASH1 へリモンヒ ハ

ナカミキリ. 37 : ' ,  2 、' (,、 (1270- 2135m 1.
5. P. ohbayashii (MATSUSHITA) オオパヤシヒ
ハナカ ミキリ ,42 ・? - , 6 9 9 (1270- 1850m),

6. P m ut a ta (BATES) ヒメハナカミキリ, 10
3 3 ,  8 9 9 ( l300 -2135m)。

採集された個体には, 斑紋, 色Ie,・, 形態の連続的
な変異があり原i◆Ill_極の他, 南アルプス, 奥日光, 八
ケlj1の高山 ll・に分布するSSp. pa11ida OHBAYASHl
et HAYAsHl が 4 ,   39 9含まれていた。  1111
も退色した個体は,  上組側緩の前方と中央の斑紋
(1atero-basal marking, latero-median marking)

を欠いていた,  こ らo、 '!11から, 両亜種は今後検、i
する必要がある。

7. P. sp., 23 ' '、,  9 g 9 (1480 -2135m)。
本種は. mutataやmacutithor,M ;こ似ているが,

[ i型の斑被,  一交尾器,  前胸or、lf,態・ 色彩等で区別
される。 者は, 現在北アルプスの他,  南アルプス,
ll光山現から採集した標本を比較検i、t中である。

8. P. maculit ltorax PIc カクムネヒメ 、ナ カ

ミキリ, 251.' ' , 819 9  (1270 -2135m).
本和 t紀伊、l・島の高地特, 中部fil ii:, 関東. 東北
地方から知られているが地方によって斑紋の変異が
著しい。 A・「,,I採集された の多くは, f tohokensis
で上 の小tfi板を囲む斑紋(basal band) と翅端の
斑紋 (apical band) を完全に欠き, 1atero-median
marking と latero-poster ior marking  も大部分
のものが消ク、 して.  体型は細長く淡 i t 色であっ
た。 9 は f. o,icntalisで上翅の apical band を欠
くが. 側緑の三つの斑紋は細長く連絡し, 1111の斑紋
(humeral marking) や basal bandとも連続して
いる。又 apical band があり,  前、?ojの画側緑がfn、
化した f. bot - eri が l° ( l700m) 含まれていた,

9. P.  muneaka tamanttk i i HAYAsHl , 1 ,',

(1500m 1。
10. p gra11at r lx (BATES) オオヒメハナカミ
キリ, 79.' : , 309 9  (1250 -2050m)。

11. P. signata M ATSUSHITA フイ リ ヒ ハナ

カ ミキリ,  3 ・ .' ,  19  (1850-2135m)。
本和 i他に比べて最も高い u1分一布を示した。
12. P. insuturata (PIc) ヨコモンヒメハナカ ミ

キリ, 293、 - , 1269 9 (l000- 2135m)。
13. P. ,nasakii (TAMANuKI) ムネァカョコモ
ンヒメ ハナカ ミキリ ,  22 .   l 6 9 9 ( l l50
- 1800m 1。

l 4. P ()yamae 0YA、IA) オヤマヒメハナカミ
キリ, 41 'r、 - , 4 '' 9  (1350- 2000m)。

9 は腹板が赤 色で上担基部から会合線に沿っ
た縦紋は褐色で,  -filii' l色の二紋と連続する ab.
iulanadome,tsis であった。

15. P debi l is ( KRAATz) チャイロヒメハナカ
ミキリ. 217 -、' , 799 9  (950 -2135m)。
本種は最も厚し・ m.  直分布を示した。
ヒー,' ルブフ、は南部と北部とで

',二干 P‘d o 'a 相が
i '. 、: _, 特に, semiobsct‘,aは北部では近 の P.

obscu nor hakusa 'ta OHBAYAsHI et HAYASHI が

分布するようになる。  oltbayaslui  は北部では非常
に少なく , 一方..1ヒ部に分布するP. "uωal (MATSU-
SHITA) は今回採集されなかった。  このような間題
を解決するために, 今後は北部ならびに中部地城の
調査も必要である。
なお, 採集された総個体数は1668頭, は78%,

g は26%であった。 1',t sutu rata (25% ), mao'uli-
thorax (20%), debilis (18%), testacea (14%),
の4 種が優占種であった。 (東京農大)
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コクロマルクビハネカクシとその近似種

渡 辺 泰 明

コクロマルクビハネカクシはG. LEWISによって
箱根の木賀および仙台から採集された個体に基づきi888年, D. SHARPによってT,achinus dimint‘tus
と命名記載された種である。(Ann. Mag. Nat. Hist
(6 ) ll : 385)。 その後, 沢田高平博士 ( l956) は京
都北山峡から採集された
本種の全形を図示し, チ
ビマルクビハネカ ク シ
なる和名を提P日 された
(Nature Study,2 (12) :
6 、j。  しかし中根 彦t
士 (1963) は本種を原色
虫大図鑑Il (甲虫橘)
に収録した際に, コク・:
マルクビハネカクシと和
名を改称され, その分布
地として本州をあけ'た。
また佐藤光子女史( l968)
は岩手県産ハネカクシ類
のリストを編基した中
で, 本種の産地として同
県山田町不動山を記録
し (岩手県産軸翅日仮
目録 ( l ) : 22), さら
に業田泰利氏 ( l974.) は
屋久島宮ノ浦を本種の産
地として報告している
(本誌, (19/20) : 5 )。
以上が'種者の知り得たコ
クロ マルクビハネカク シ

に関する記録であるが,
それらによれば現在まで

に判明している本極の記録産地は岩手県山田町, 仙
台, 補根, 北山峡, 屋久島の5 ケ所ということにな
る。

本種は通常, 被した朽ちた落集中に生息し, 体
長は3 nn内外で日本産 Tachinus属の中では最も

第1 図 Tachinus d iminutus SH.、RP -」 クロマルク

ビハネカクシ (大善藤iｶ・産,  scal e=1 .0mm

小型であり, 体色は前背
板の周緑部を除いてはほ
ぼ一様に褐色を呈してい
るのみで, 特に際立った
特徴のある和l ではない。
従って, 従来から採集者
の限にとまる機会が少な
いことや, 採集意欲をそ
そる形態的条件にとぼし
いこと等が, 上述の如く
本種に関する記録が極端
に少ない原因の一つにな
っていると考えることが
できる。 しかし堆atした
朽ちた落葉中を注意深く
探索すれば. 本種を見出
すことは比較的容易で,
同好者の今後の活動によ
っては各地から多くの採
集記録を期待することが
できる。
一方, 「ac加m‘s o0-

ensis は M. CAMERON
( l933) によって, 神戸:
庫 山を模式産地として
記載された種であるが,
(Ent monthly Mag.,

第2 図 コクロマルクビハネカクシ種 の6 交尾器 (sca le - 0 5mm)。
7'achi ,tus dinnnut us SHARP, 2.  T kobe ''St S CA、lERON : a 面,  b側[ f
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(69) : l72). 同種の体型および色彩は上述のコク''
マルクビハネカクシと極めて良く似てぃる。加えて
同種の生息場所もコクロマルクビハネカクシのそれ
と全く同様なため,  これら両種が混同されている危
険性があり, T kobensisの採集記録が CAMERON
の原記載以後全くない'31実は,  これの要付けと考え

I a l b

られなく もない。 そこで筆者はこの様な混乱を避け
る意味で, これら両種の識別点を提示し, 同好者各
位の関心を換起することにした。 本小文がその様な
意味で, 多少なりとも役立つことができれば幸甚で
ある。

第3 図 コクロマルクビハネカクシ種辞の後方西節 (scale - 0・5mm)
7'ac hi nus di m i nu tus SHARp. 2. 7'. ko enst's CAMERON : a 6111'1fi., b 6願板, C 顧板・ d 背板o
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上述の如く , 両種はとも;こ本州に分布しているこ
とは古くから判明していたが, 者の手;i'fにある標
本に関する限りでは T kobe'is is の方が,  コクロ
マルクビハネカクシよりは,  より普通に採集され,
しかも分布域も広い様である。 以下は' ﾒが検視す
ることのできた標本であるが, 多くの未記録地域か
らのものが含まれているので, 参考のために記a \す
る。

なお, 検視個体のデーターの中で, 者により採
集されたものはすべて採集者名を省略した。

1. 「ac加'm‘s d im'' nl‘f l‘s SHARP コ クロ マル

ク ビハネカク シ

木,県:奥塩原(4 9 ), 5.   vi ii. 1962; 群馬
:奥日光丸i7 (1 、' , ・l 9 9 ), 27. viii. 1964;

浅間高原二度上 (1 ':、, 2 9 9 ) , 11. vi i i962;
a't温泉 (1 ), 20. iv. l964,  高橋慶二郎採
集 ; 東京都 '1.'取山(1 (、 ,  ] 9 ), 8. vii i966 ;
山梨 :大 ''産filii (8 ' ・ , 69 9 ), 20. v. 1961,
l7. v. 1964; 增富温泉 (19 ),  l9. v. 1963;
広河原( l ・, ), 6.  vi. l964 ; 長野県:戸台( l 6 )
25. vil. l962, 塚n茂彦採集; 島ノ,谷 (19 ),
10. vil. l966 ; 愛壊 :面河1 ( l9 ), 20. iv.
l963, 立川MI二採集。
分布 : l l本 (本州, 四国 [新記録〕)。

2. 7、achinus .kt'bensts CAMERON

山形 : 立川町 (1 ・ . 19 ), 30. vi l.  1960 ; 温
海iii (7、 、),  10. vil. l960 ; 埼玉 :大施村
川又 ( l 9 ), 21. v.  1972; 東京都:奥多 古里
(1 - , 29 9 ), 5.  v. 1960;  高尾山 (2 . ) ,
26. iv. 1959; 神奈川県 : 平塚 (13 , l 9 ), 14.
i x. l959, 12. viii . l960,  田中和:)、採集 ; 補
根湖尻 (2 - 6, 29 9 ), 24. v.  1966 ; 納根浅
間山(29 9 ), 23. v. 1966, 静岡 :天域l」 l( 5
;') , 49 9 ), 4. x.  1960 ; ci l l大施温泉 ( 2
、 ・. , 29 9 、), l5. v. l966; 愛知 :本宮山( 4

9 ), 18. vi. 1961 ; 奈良 : t?口山 (30、 ,

19 9 ), 4. v. 1969; 三重県:平ft (100 ‘3 ,
59 9 ), 21. vi. l961 ; 福岡 : 英彦山 (2 、 , ) ,

29 9 ), 1,. iv. 1963,  、'r_川J;'1二採集; 大分県:
lil t_:fi l l (4、 , 8 ), l3. vi. l962 ; 鹿児島

:1?島山 (20 - ,  3 9 9 ), 1. vil. 1958, 川
辺 it11 ・ 藤li t勝利採集 ; 知'i i ( 19 ), 11・ vi・
l 962.
分布 : l l本 (本・用, IL州 「新記録〕, 屋久島*),

* 本,◆11119/20 1-:こ?t田i?利氏により屋久島からT
dimi,tutusが,;,i録されているが, その後の再検,-1、tに
より  T kobe,tsis であることが判明した。また沢
田高平tif f: (.1956)  が図,i された北山峡産 T・
diminutus  も体型が柄広である点から判断すると
T kobens1's と思われる。 (東京農大)

0石垣島末記録のクビプ トハネカクシ2 種 (解諸
島のハネカクシ 1 )
従来l流球話島からのクビプトハネカクシ属のもの
はアカパクピプトハネカクシ1 種が知られていたが,
今回石tii島から採集された未記録の2 ?の標本を検
することが出来た。 従って琉球:請島には下記の3 和l
が分布していることになる。 費iIiな標本を御意lf下
された水沢清行および渡辺f, 1敬画氏に厚く御礼中し
上げる。

1. p加o 加 Ivs ''aυam‘s ERlcHsoN クロク ビプ

トハネカクシ

1頭, 石;tif島,  x - xi.  l966,  水沢清行採集;
36頭, 石ill市平得, 11. vi. 1973, 渡辺信敬採
集。
分布 : 本州, 九州, 対.11, 石通島; インド',
セイロン, シーl, ワ,  スマトラ, 中l商。

2. PinoPhilt‘s ptmctatlssimus SHARP
l雌. 石上直島,  x - xi.  1966,  水沢清行採集,
4雄,  l雌. 石ll重市平得, 11. vi.  1973, 渡辺
信敬採集。
分布 : 本州, 九州, 屋久島, 石.Iii島 ; 中国。

3. Pinophitus ruf ipennis SHARP アカパク ビ

プトハネカクシ

分布: 本州, -ナし州, 屋久島, 宝島, 奄美大島,
徳之島, 与那国島; 中国.

・ ・

なお, 渡辺氏採集の平得での標本はすべて使
間採集の燈火に飛来したものである。

(東京都町田市, 柴田泰利)

0スジパナガタマムシの記録
スジバナガタ マムシ Ag'・111‘s sac/fa '1 i c o OB-

ENBERGER, 1940 は,Ill沢t'al L-;こより 1954 年に日本
未記録 f重として, 北海通産 l ''、1 9 ,  ,f無産1一、、,
長野県上高地産2 9 9 にJ?づき報 '一されたが (Bull.
Nat. Sci. Mus., Tokyo, Vol. 1, No 2, p92) そ
の後の報 '1を見ない。
幸い 者は高桑正敏氏が採集された l o を所歳し
ているので, 同氏の,?'f可を得て報fliする。
l , , 静岡県畑離, 5. viii. 1974, 高条正般採集,
なお本ffは A. spinipensis LEWIS, ( l892) ケヤ
キナガタマムシに似るが, 上通端の形が:長:なる。

( ･浜市磯子区,  秋山黄洋
0疑果に集まった4 種のハナカミキリ

1974年8 月311 , 山果県北富 l: l'1木ヶ原の大室山
附近で採集中, ,11、'. ・果'J?を沢山つけたクマイチコ'の
プッシュに近づいて見ると, 多くの双超類やルリッ
ヤハタ'コメツキなど数極のコメツキ,  ケシキスイな
どに混じって,  1 頭のアカハナカミキリ 6 を見た。
虫は頭を下け た婆勢でl l 器を果実の表面につける様
にして解止して属一たが, 大理思や小腮鑽を動かすなど
の摂食を示す様な行動は特に見られなかった。 更に
探すと,  ヨツスジハナカミキリ , オオヒメハナカミ
キリが同様にして静止してJ‘.・り, 更にそのプッシュ
をビーティングしたところ,  カラカネ、ナカミキリ
ー 頭が落ちて来たが, 恐らく同様に果実に来て居た
ものであろう。 時間は午後4 時 で,  2 時 から約
1 時問, 要まじいM雨に見舞われて, 雨があがり, 再
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び陽光が4・tしてしばらく経った時であったが, 周囲
の伐採あとのひこばえや 木のしげみをピー ティン
グしても, 条り虫の姿が見られなかったことから,
この1 本のクマイチコ'にだけ, 多数のEi虫が集まっ
ていたのは, 単に雨やどりをしていた虫速でもない

と思われた。 クマイチコ'の実は, すでに れすぎて
許くなって居た。
ハナカミキリが果実に集まった例は, 筆者は初め
て見たものであり, 報告も見たことがないので,  こ
こに記録しておく。 (東京都大田 , 木村欣二)

和歌山県産ナガクチキムシ科覚え書

吉 田

この科の甲虫はその名の通り, 精木や朽木で生活
するため, 雑木林の伐採地やシイタケのホタ木上に
多く見出される。 - 見コメツキタ'マシ科の甲虫:こよ
く似るがむしろゴミムシタマシ科に近いグループで,
コメツキムシ型の大型のものからハナノミ型の小型
なものまである。 体色もきれいなものが多い。
和歌山1filでこの科にふれたものとして“和歌山県
産」Ill虫目最” (坂口・ 池田:1932) があるがこれには
1 のみであり, “

大i e '山系の自然 I” (乾風,  後
藤, 吉田:1970) には9 種が記録されているにすぎ
ない。 その他紀行文中に散見するものもあるがその
種数は少ない。 これらはこの科の甲虫の生息するた
めの条件として, キノコが生える程度の雜木, 特に
ブナ科の枯木の存在が必要であることが原因であろ
うと は考えている。

l950年ﾂ iより私はこのグループに興味をもち調査
を続けて来たが現在まで19組の確認が出来た。 一方
雑木林が次第に人工の針葉樹林に変えられっつある
今目, いっまでもデータを手元:こおくことは無意味
となって来たので整理の意味を含めて発表したい。
採集場所は和歌山県の北より ﾀべ,  そのデー ター は
それぞれ初記録のみに止めた。 又標本を頂いたもの
については (採集者名) を記した。

Metandryidae ナガクチキムシ科
1. H,o1ostroj)ht‘s icωIs l C sI K l ヨツポシナガク

チキ 護康 山, 25. vii i 952.
ブナの倒木上よ り得たが, ,1ﾕl事增山の山系以外の
ブナ林では未だ見つけることが出来ない。
2. a 0 「 i e fa ltS LEWIS アヤモ ンヒ メナガクチ

キ 西ノ河国有林, 26. vii i962 ; 大 村木守,
15. v ii i951; 古座川町松根, 30. 、,11. 1963.
3. Orches ia ocu lar is LEWIS カバイロニセハナ
ノ ミ 料a E山 ,1.  vi i i952  (後藤 );  川辺町大 i電川
14. v. l952; 西ノ河国有林,  3. 、,111. 1961; 大端:
村木守, 14. viii. 1952.
上記2 極yliに械林のために雑木が伐採された描校
をビー テイングすることにより容易に得られる。
4. 0 . 1mi tans LEWIS アカ オビニセハナノ ミ

電神村大熊, 22. vii i952; 西ノ河国有林,  26.vii i965; 大塔村木守, l2. viii. 1952.
5. 0. d iυersenotata PIc マルモンニセハナノ ミ

大 村木守, 17. vi i i951; 古座川町大河, 29.
、,11. 1963.

- 9
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重

6. 0. clegant tda LEWIS ア ヤ モ ンニ セハナ ノ ミ

1:j城山, 25. viii. 1951; m蔵谷, 9. viii. 1971;
古座川町佐田, 3. v. 1964.
上記3 種は体長と上翅の斑被が11三常によく似てい
るので混同するおそれがある。 私は次のような区別
をしている。

一 鞘の,、f ilii 色斑が大部分をしめる。 前胸背l .1 . - はt[t得色一 …一 - - - - - - - …二mitansl一表型翻の黄 色斑は.In色部より少い, 削 背

は.'n色
1一翅報後方の斑紋は械に長円型

) l
一一l d iυersenotata

'一翅報後方の斑絞は波型一 - - - etegantula
7. Ph1oelrya e,'oly1oides LEWIS フ タ オビナガ

クチキ 大塔村‘-里, 12. viii. 1965 ; 古座川町松
根, 29. vii i963。
前者は朽木 (種名不詳 ) 上で得たが後者はシイタ
ケのホタ'木中で羽化間もないと思われるものを得た。
このことから出現期は他に比しておそいものと考え
られる。
8. P f iaυi tarsis LEWIS キオビホソナガクチキ
護摩境山, 23. v. 1974.

和歌111・ L概略図



護摩 山の奈良県よりの恐らく ミズナラと思われ
る伐採木より得た。樹皮下である。 他積itこ比して発
生時期が早いものと思われる。
9. P.  dentatomacu lata 1LEwIs ハガタ ホ ソ ナ

ガクチキ 大杉谷, 27. vil.  1973.
10. P rugicoll is MARsEuL クロホソナガクチキ
護摩壇山,  9.  viii.  1959 ;  高野山, 8.  viii.
1954 (後藤) ; 大塔山,  15.  vil.  l951.

l l .   P fomoralis LEWIS  モモキホソナガクチキ
大杉谷, 28. v. 1972.
大杉谷尾根で国木上で1 頭を得たのみであり,  少
ないようである。
l 2. P.  beui cosa LEWIS  オオクロホソナガクチ

キ 護摩壇山, 7. viii. 1965.
l3. Parami kadonlus crept‘scu lus LEWIS コ メ

ツキガタナガクチキ護摩壇Ill, 2. viii.  l968.
l4. Serropalpl‘s 'u'porn'C S LEWIS キイ ロホソ

ナガクチキ西ノ河国有林,  21. vil.  l968 ; 大塔
村木守,  15. vi l.  1951.

15. P11ryga op加' l“s ruff'coMis FABR!clus ムネ
アカナガクチキ 中辺路町薬柄川, 5. v. 1956 (後
藤) ; 大杉谷. 3. v. 1972.
5 月のごく限られた期間に出現するようで下旬に

なると姿をみせない, アカガシなどの倒木上でみつ

0福島, W小沢平のオオツヤバネベニポタルの配録
オオッヤパネベニポタルC nagaii NAKANE,1961
は十和田産の1 に基づき 1961 年に中根博士によ
って記載され, さらに同氏 (1969年) により, 奥只
見産の l 9 が報告されている (Fauna Japonica :
Lycidae)。本福iは極めて商iな組で, 体長はl7- l前後
日本産べニポタルの中では最大種で, は前腿節が
太くふくらみ, 前胸行の形が特異なので一見して他
種と区別できる。筆者は小沢平産の1 3 1 9 を所蔵
し, 又同日採集された19 も検している。採集され
た水野弘造氏の許可を得たので,  ここに記録する。
なお, 採集された個体はいずれもブナの立枯れに静
止していた。

l 15 2 9 9 . 福島県南会津部検校岐村小沢平,
1974年7 月31 日, 水野弘造採集。

( ifl浜市磯1一区. 秋山黄洋)

0 トウホク トラカミキリ の採集例
トウホクトラカミキリ Ch1orophorus tohoketts,'s

HAYASHI, (1963) は, 青森県十和田でl960年8 月5
日に採集された1 9 に基づいて記載されたものだが
以後採集例を聞いたことがなく, 小島・ 林(1969)に
は“あるいはホソトラカミキリ9 の極端な変異かも
わからない” とあるように, その分類的位置も明瞭
なものではなかった。今回, 筆者の l 人, 阿部によ
り本種の が採集され, その特徴からホソトラカミ
キリとは別の独立種であろうことが明らかとなった

かる。 和歌山県産のものはすべて第5 j節が資色で
あるから subsp rueti HtJBENTHAL とみなされるc
16. Bonzicus hipocrlta LEWIS ポウズナガクチ
キ 護康壊山, 3. vii i963.
六里ケ峰で種名不詳の倒木より得たが, ブナに来
るとのことである。 和歌山県のブナの分布から推し
て生息地はごく限られていると恩われるが, 私の得
た森林は今は伐採されてしまってぃる。
17. Mela hdn'a  a fn ' _io''  LEWI Sクロナガクチキ
電神村小森谷, 6. vii i959; すさみ町佐本,

13. vi. 1953 (後藤) ; 古座川町松根, 3. v.1964.
山地のシイタケのホター木や枯校のビー ティング
によって得られる。

18. M. ordi naria LEWIS へリアカナガクチキ
大杉谷, 5. v . 1973 (中川 ).

l9.   M g1onosa LEWIS・アオバナガクチキ 電神
村小森谷, 25. v. l958 ; 大塔村木守, 3. v. 1953;
大杉谷, 27. v. l971.
緑色の美斑種で,  日光のあたる比較的 操した枯
木や低木の業上で得られる。 森林の周辺部に多い。
末尾ながら, いろいろと御高配を頂いた果沢良彦
先生. 御協力頂いた後藤伸氏に厚く御礼中し上げる
次第である。 (和歌山県rh良町)

ので,  こ こにっf真を添えて報 'f-- しておきたい。
l , ff森県北tit軽部小al村七ツi電,  18.  viii.

l 974.
本種の採集は, 阿部が, l974年8 月l7, l8 日に ll
藤県立郷土館で行なった津軽平島西北部山現の生物
調査に参加した際に得られたものだが, 採集地の七
ツ淹付近は牛の放牧のため;こ背の低い樹々 の下技は
集が食いつくされ, 結技とfcったものが多く ,  これ
らをネットでビーティングした際にi客ちたものと思
われる。おそらく ミフ、'ナラかイタヤカェデからであ
ろう。

(五所川原市松島町, 阿部 東 ; 横浜市金沢区
高桑正敏 )
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山形県船形山 (御所山) のヒケ ナカビロウ ドコガネ類
小 林 裕

Senca属 ( ヒゲナガビロウト' コガネ)  に含まれ
るコガネムシは種類数も多く ,  また分類も比較的難
しいために, 分布の記録に.乏しいグループである。
特に東北地方においては野村(1972 : 桐明学報(22) :
109- l44) の記録以外には, 信 のおける分布記録
が見あたらない。 者は, 山形県 l形山で採集され
たヒゲナガビロウト' コガネ類を検する機会を得たが,
その結果, IL1形県未記録と思われる3 gを合め,  
種が分布していることがわかったので,  ここに記録
することにする ( ﾉ名後の *は山形県新記録極で
る)。なお, 採集デー ターは全個体下記の通りであ
る。
山形g,L船形山. 30 -31. vii i974, 窪木幹夫採集。
費重な標本を御1ti与下さった, 木幹夫氏に厚く
お礼申し上げる。
1. Serica boops WATERHOUSEヒ fナガビ1:'ウド
コガネ 1 3 , 1 。

2. Senca cchig:tana NAKANE et BABA I チゴビ
ロ ウ ト'コガネ* 3 ô -o , 1 9 。
本極は, l960年に新潟県果川村を模式産地として
記較され, その後, 野村 (l972年, 前出) によって
新たな分布地として, 青森県;｡ i温泉および十和田の
2 簡所が加えられたのみで,  しかもいずれも離のみ
の記録であり, 今口まで雌は来知であった。今回の
検視個体r)中には, 上記の如く l 難が含まれていた
ので, 形態的特徴を面単に記述するとともに, 雄交
11-器をも図示することにした。

(難)
頭部 : 「nt ≒Fで光沢がない。限は小さく は両限

間の% より狭い。  頭概は台形で,  両側は直線
状。 前緑は, やや角ばって入する。

前胸背: 中出-は長さの約2 倍, 側緑はほぼ中央で最も
i広となり, やや角ばる。 前接角は前方に大き
く実出するが. 先端は尖らない。 後縁角は雄同
標, 円みを帶びる。

翅鞭: 暗赤 色で, 小fn紋は不明瞭。奇数間室には,
数本の刺毛を有する。

脚: 各腿節には光沢がある (中腿節後半部を除く)。
後腿節後縁の基部/6 までは, 腿節の0a: の'/3~2/5
の刺毛を組く具える。

体長 : 8mm, 体幅 : 4,,m・
本種は. 外部形態が S. booPsおよび S- kara-

futoensis honshuensis に似てぃるが, 軸翅の小黒

和

ェチ fビロ,フ t' コカ' ネ雄交尾器

紋が不明瞭であること, 鞘翻奇数間室にのみ剌毛を
具えること, さらに後蘭'節下面には, 短刺毛を有さ
ないことなどの特徴から, 区別することができる。
3. Serica fooboωana SAwADA フウポビロウト'
コガネ* 1 -o。

4. Ser ica karafutoe'tsis ho' tshuensis NOMuRA
エゾヒクニナガビロウドコガネ_'Ill種 1 o 。

5. Serica ,u'ppom'ca (NoMuRA) ヤマトヒ fナガ
ビロウト' コガネ 2 , 2 9 9。

6. Ser:'ca otlata (NOMURA) マルヒ fナガビロウ
ドコガネ 1 3 ,  2 9 9。

7. Senca saωadai (NoMuRA)  ハラグロビロウ
ドコガネ* l 9 。
上記の如く , 同一地域内において本属のコガネム
シ類が多種類採集されることは比較的珍しいことで
あり, 筆者の知る限りでは, 長野県 温泉で9 種類

を産するのが最も多い記録である (小林,  l974 :
New Insect, l8(3 ) : 1 -10)。 しかし,  このよう
な現象はむしろ例外的であり, 今回の調査で判明し
たように船形山から7 種類の分布が確認できたこと
は特 に値するものと思われる。 (東京農大)

. 、 , _ _ 、 _ _ - _ , A 黶
_ 、 ~ ー ー ー 一 ー ー 一 _ W _ 一 ー 一 、 ー 黶 A一 / [

0ゴミムシ類の分布2 題 し, その分布も限られている種が多い。  しかし本極
1.   キバナガミズギワゴミムシ北海道に産す は, 本州, 四国, 九州, およびフイリッビンに分布
Armatoci11enus yokohamae (BATES) キパナ し, おもに河口附近で普通に見られる。 者の知る

ガミズギヮコ'ミムシは,  1883年,  BATESにより神 かぎりでは, 本種の北限は, 東京都荒川であった。
/ '川県川崎を原産地として記載された種である。 こ 1974年2 月に''fE者は, 北海道野付崎の湿地を調査し
の属のものは, すべて海生でサンコ'確や河口に生息 た際に,  本 を採集することができたので報告す
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る。 これは, 北海道初記録であり,  この様な -冷の
地に, 南方系の本 が分布することは, 興味深いと
思われる。 なお, 種ノ・ 御教示下さった」:野俊一1191、l :
に厚く御礼申し上げる。

l ・ , 31. vil. l974,  野付崎 (北海道,  根室支
广r )。

2. ムラサキスジアシコ ミムシの記録
Eobroscus lutshniki RotJBAL, (1928) ム ラ サキ
スジアシコ' ミムシは, 紫色の光沢を具えた美しいゴ
ミムシである。
我国における分布地として北海道, 本州のほか長
尾 (1971) により四国より記録されている。北海道
には比較的多い様であるが, 本州での記録は少ない
と思われる。 筆者は下記の様にll光'で'本種を採集し
ているので報告しておく。

1 2 9 9 , 30. v i ii. l971, 器m.n l県丸沼。
cお, 本種の学名として原色日本 虫大図鑑 II で

は, E nchter iが使われている。
(束京都港区, 森田1成司)

0屋久島新記録のキイ ロゲンセイ類3 種
琉球列島を含む日本領からは, 現在, キイログン
セイ Zorn' fis fapom'ca PIc,   ツマグロキゲンセイ
Z. cothurnata MARsEuL およびオキナワキグンセ
イ Z. 0 X I Mωe;Isis  MI w の3 極のキイロケーンセ

イ属の種類が知られているが, 屋久島からはそのう
ち l 種の記録もない。 は, 同島で燈火採集をした
時に, 上記3 種の全部を採集したので記録しておく
現在,  3 極を全部採集 出来る地方は屋久島以外には
知られてぃないのではなぃかと思う。

1. キイ ログンセイ Z. jape'uca Pfc 3頭,  愛
子岳, 5. vi i i972;  1頭, 永田, 6. ix.1972;
2頭,  尾の間,  8.  ix.  1972;  1 頭,  栗生,
11. vil. 1972 ; 16頭,  果生, 11. ix.  1972 ; 2
頭, 大川林道,  12. ix.  1972。

2. ツマグロキグンセイ Z. cothu r ttata MARsEUl.
1頭, 永田, l5. vi. 1972。

3. オキナワキグンセイ Z. ok inaωens is M lwA
3頭, 永田,  14. vi.  l972;  l頭,  永田,  5.
vi i i_ 1972_
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本種は石垣島から記破された種類で, その後はっ
きりした記録がない。恐らく沖細諸島や電美諾島に
も産するであろうが, 今回これらの語島を越して屋
久島で発見されたのは注目し 'l: ければならないであ
ろう。 キイロクーンセイはオオハキリハチの集に寄生
するが, 本和l も恐らくは近似のl降に寄生するもので
あろう。 f山台市, 渡辺 徳)

連絡 ・ 報告
◇本年のn本11虫学会大会はィ;-手大学で行われま
したが, その折,  口91「談話会」に出席できない地
方在住の会員3行氏に御参集いただき集会を持ちまし
た。 体みの限られた時間のため,  自己紹介を含め
た一人一語・で時間切れにfcつてしまぃましたが, 会
は終始なごやかな 囲気のうちに行われました。 な
お. 出席者は下記の通りです。 (ABC順, 敬称略)
有田 , 中条道 i , 江村 t, 林 正美,目浦 -勇,
石川良 . 小西正 , It木幹夫, 久保田政離, 黒沢
良彦, 原 寛, 宮本正一. 宮武 ､1夫,  森本 桂,
中村七三, 中根 彦, 西尾美明, 大林延lf、, 大和In
守, 岡島秀治, 佐 治々 之, 佐藤正 :, 沢田玄正,
自水 降. 鈴木 離, 立川開二, 多田内修, 谷岸一- -

紀, 上野俊一, 度辺 ・明。
◇甲虫ニュースは年に4 回 (16Ji ) 発行の子定で
したが, 種々 の事情で れを出し, 会flの管様に御
迷惑をおかけ致しましたが, 本号の発行で号数の-､
れは別として従来の頁数不足は力バーすることがで
きました。 しかし来年度の印刷頁数も本年のべ一ス

を持統してレP く予定ですので会ll諸氏のa'f極的な御
投稿を御願い中し上げます。 ( 世話人一 同)

甲虫談話会

会Ill (1 カ年) 1000円, 次,-は3 月中fJ発行予定
投稿メ' 切は2 月l5 目。

発行人 .'n沢良彦
発行所 「fl虫談話会 束京都台東区上野公国

国立科学 物館動物研究部内
電 (,364、 2311, 振持 東京 60664

i ・ 、 、 黶 A・ ・ 、
, . ,

タッミの昆虫採集器具

ドイツ型標本補 木製大 4 500, 桐合板
製インロー型標本前中 ￥1,400. 送料一和こつき
都内及び第一地帶 : 3簡以下￥750, 4 個以上￥650
(以下同様), 第2;地帶￥850, ￥650, 第3地帶
￥950, ￥750・ 其他, 各種器具, 針などを製作販
売してます。 カタログを御請求下さい。

タ ツ    ミ   製  作  所
〒 113 東京都文京区i場島 2-21-25
電 話 (03) 811 - 4547


